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１ 背景 

岡山県では、「快適生活県おかやま」の実現を基本目標とする「新おかやま夢づくりプ

ラン」に基づき、安全で安心な活力ある地域で、人々の心が通う「いきいき岡山」と、

グローバルに発展する「きらめき岡山」の創造に向けて様々な施策に取り組んでいる。 
その一環として、すべての人にとってはじめから安全・安心で利用しやすくするとい

うユニバーサルデザイン（ＵＤ）の考え方が定着し、まちづくりやものづくり、情報・

サービスの提供など、生活のあらゆる面において広く行き渡ったＵＤ社会の実現を目指

すこととしている。 
このため、県のあらゆる施策にＵＤの考え方を取り入れるとともに、協働推進拠点の

整備や協働のための基盤づくりを行うことにより、誰もが暮らしやすいおかやまづくり

を進めている。 
 
２ 各施策 

２．１ ＵＤほっとステーションおかやま 

 ＮＰＯとの協働により、県民が気軽に立ち寄り、ＵＤ製品の展示や高齢者体験等を通

じてＵＤへの理解を深めるとともに、ＮＰＯ等の活動と交流の場ともなり、ＵＤ普及啓

発とＵＤまちづくりの実践につながる協働推進拠点「ＵＤほっとステーションおかや

ま」を平成１９年７月に開設した。開設場所は図―１の通り、岡山市石関町２－１であ

る。開設時間は図―２の通り、水曜日から金曜日の午前１０時から午後７時と、土曜日・

日曜日の午前１１時から午後６時である。機能としては図―３の通り、「展示コーナー」

「体験コーナー」「交流・相談コーナー」に分かれている。平成１９年度は、約２，７

００人の利用があった。 

 

  
 図―１ 開設場所          図―２ 開設時間 



 

 

図―３ ＵＤほっとステーションおかやまのコーナー 

 

 

 

 

 

 



２．２ ＵＤまちづくりの手引き 

ＵＤまちづくりを推進するため、岡山県がＮＰＯ法人に委託し、倉敷市中心市街地、

真庭市勝山地区でのモデル調査に基づいて、平成１８年度にＵＤまちづくりの手引きを

開発した。住民参加のワークショップやまち歩き調査を通じて、まちを利用する生活シ

ーンをもとに、市街地の公共的施設、道路、公園等をＵＤの視点から検証し、継続的な

改善（スパイラルアップ）を図るための計画づくりまでの手順を示している。図－４は、

ＵＤまちづくりの手引きのうち、まちのＵＤ現状水準の評価方法である。 

 
図―４ まちのＵＤ現状水準の評価方法 



２．３ ＵＤまちづくり技術研修 

公共的施設の維持管理等においてＵＤに配慮した対応を推進するため、施設管理者・

建築設計者・建築施工者等に対し、高齢者疑似体験、障害者疑似体験、障害者との意見

交換等を盛り込んだ研修を行っている。平成１９年度については、２月にルネスホール

で行い、３４名の参加があった。疑似体験は、白杖・アイマスク体験、車いす体験、高

齢者・妊婦体験に分け、図―５の通り、ルネスホールの屋内外にコースを設定した。疑

似体験の様子は、図―６の通りである。疑似体験の後、図―７の通り、４つのグループ

に別れ、グループワークを行い、気づいた点をあげ、改善策などについて話し合い、発

表を行った。 

 

【白杖・アイマスク体験】 

説明・準備(アプローチ)→トイレ 

→多目的ホール 手すり試作品→スタート位置 

【車いす体験】 

説明・準備→中庭を通って→多目的トイレ 

→エントランス→外周道路 

→身体障害者優先駐車場→スタート位置 

【高齢者・妊婦体験】 

説明・装着→楽屋への階段上り下り→中庭 

→多目的便所（この間にラウンジで装着） 

→（チェンジ後）多目的トイレ→多目的ホール→スタート位置 

 

 

 

 

 

 

 

図―５ 疑似体験の実施場所 



 

    

図―６ 疑似体験の様子 

 

    

図―７ グループワークの様子 

 

３ 今後の取組み 

高齢化社会を迎えた今こそ、バリアフリーの考え方をさらに進め、年齢や性別、能力

の如何、国籍などにかかわらず、すべての人に利用しやすい建物や、製品、サービス・

情報などを提供していくＵＤの考え方を導入することが重要である。 

ＵＤの考え方を定着させるために、今年度も、ＵＤほっとステーションおかやま等の

施策を昨年度に引き続き実施するとともに、今年度新たに、建物の基本的な部分におけ

るＵＤ化を図った事例を募集し優れた事例を表彰する「わがまちの みんなのたてもの 

２００８おかやまＵＤコンテスト」を実施することなどにより、誰もが暮らしやすいお

かやまづくりを進める。 


